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仮
宿
舎
に
寝
泊
ま
り
し
て
坑
木
の

貨
車
積
載
労
働
に
従
事
す
る
。
こ

の
間
、
積
載
の
な
い
日
は
コ
ル

ホ
ー
ズ
・
ソ
ホ
ー
ズ
・
製
材
所
に

出
向
き
、
雑
用
に
従
事
。

〃

〃

十
一
月

多
分
こ
の
時
期
か
ら
伐
採
ノ
ル
マ

が
軽
減
さ
れ
る
か
ノ
ル
マ
そ
の
も

の
が
無
く
な
っ
た
よ
う
に
記
憶
す

る
。

〃

二
十
三
年
五
月

帰
還
。
月
の
半
ば
過
ぎ
ノ
ボ
パ
ブ

ロ
フ
カ
を
発
ち
ナ
ホ
ト
カ
へ
向
か

う
。
こ
こ
で
四
、
五
日
船
待
ち
。

二
十
日
過
ぎ
明
優
丸
に
乗
船
。
翌

日
舞
鶴
へ
上
陸
。
復
員
手
続
き
を

済
ま
せ
、
故
郷
へ
向
か
う
。

現
在
、
全
抑
協
三
重
県
支
部
の
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

（
三
重
県

宇
平

博
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
回
想
記

滋
賀
県

林

憲

一

運

命

私
の
祖
父
（
五
代
目
）
林
尚
美
は
、
明
治
三
十
八
（
一

九
〇
五
）
年
二
月
、
日
露
戦
争
に
鴨
緑
江
軍
第
七
野
戦
郵

便
局
長
と
し
て
約
一
年
間
、
奉
天
（

陽
）
に
勤
務
（
高

等
官
八
等
待
遇
）。

父
（
六
代
目
）
林
尚
憲
は
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年

よ
り
旧
南
満
州
鉄
道
会
社
社
員
と
し
て
奉
天
本
部
に
勤
務

（
職
員
↓
副
参
事
）、
昭
和
二
十
一
年
六
月
引
揚
げ
ま
で
十

二
年
間
、
奉
天
に
在
住
し
ま
し
た
。

私
（
七
代
目
）
林
憲
一
は
、
父
と
と
も
に
渡
満
（
当
時

小
学
四
年
）、
昭
和
二
十
年
三
月
入
隊
ま
で
十
一
年
間
、

奉
天
に
在
住
す
る
。
三
代
も
奉
天
に
住
む
と
い
う
の
も
、

こ
れ
も
何
か
の
因
縁
と
感
じ
る
。
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生
ま
れ
変
わ
り

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
こ
ろ
、
数
基
あ
る
林
家
の
墓

石
の
一
つ
に
「
竹
田
吉
忠
の
墓
」
と
刻
ま
れ
た
大
型
の
墓

石
の
側
面
に
「
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
七
月
十
九
日
、

京
都
に
て
討
死
、
二
十
歳
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
い
ろ
い

ろ
調
べ
て
み
る
に
、
禁
門
の
変
で
京
都
御
所
の
蛤
御
門
の

緒
戦
で
彦
根
藩
の
七
人
が
戦
死
し
て
お
り
ま
す
。
当
時
彦

根
藩
は
幕
府
方
よ
り
勤
皇
方
に
変
わ
り
、
官
軍
と
し
て
御

所
の
警
備
に
就
い
て
い
た
。
も
し
幕
府
方
で
あ
れ
ば
、
会

津
若
松
藩
の
あ
の
悲
劇
が
彦
根
で
も
行
わ
れ
た
だ
ろ
う
。

年
表
に
て
調
べ
る
に
、
私
の
生
ま
れ
た
大
正
十
三
（
一
九

二
四
年
）
年
七
月
二
十
日
の
ち
ょ
う
ど
六
十
年
前
と
な

り
、
ま
さ
に
私
は
生
ま
れ
変
わ
り
と
思
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
フ
ラ
ル
キ
教
育
隊
に
入
隊
し
、
半

地
下
式
の
宿
舎
で
初
年
兵
教
育
を
受
け
る
。
毎
日
古
年
兵

よ
り
ビ
ン
タ
を
受
け
る
（
私
的
制
裁
禁
止
と
言
わ
れ
て
い

た
が
）。
韓
国
兵
も
お
り
、
何
人
か
が
脱
走
し
た
。
訓
練

の
他
に
近
く
の
山
へ
行
き
、
分
隊
単
位
で
ワ
ラ
ビ
採
り
の

競
争
を
し
、
後
日
ハ
イ
ラ
ル
の
原
隊
で
は
再
々
夕
食
に
ワ

ラ
ビ
の
入
っ
た
ま
ぜ
御
飯
が
出
た
。

昭
和
二
十
年
五
月
、
原
隊
ハ
イ
ラ
ル
へ
移
動
（
前
に
い

た
三
六
二
部
隊
は
沖
縄
へ
転
出
）。

毎
日
も
っ
ぱ
ら
砂
丘
で
対
戦
車
攻
撃
の
特
攻
訓
練
を
す

る
。
古
年
兵
の
話
に
よ
る
と
、
こ
の
地
下
に
は
大
要
塞
が

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
、
陣
地
構
築
の
た
め
大
興
安
嶺
に
移

動
。
分
隊
単
位
で
山
の
上
よ
り
立
て
坑
を
掘
る
。
生
ま
れ

て
初
め
て
の
重
労
働
で
私
は
余
り
役
立
た
ず
、
滑
車
で
岩

石
を
ズ
ッ
ク
の
バ
ケ
ツ
に
入
れ
引
き
上
げ
る
仕
事
を
す

る
。
次
に
、
伐
採
さ
れ
た
二
メ
ー
ト
ル
の
坑
木
の
集
積
作

業
に
六
人
が
、
あ
る
丘
陵
地
に
移
動
し
幕
舎
生
活
を
す

る
。
近
く
に
は
見
渡
す
限
り
の
お
花
畑
が
あ
り
、
実
に
き

れ
い
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
余
り
役
立
た
ず
で
、
留
守
番

と
炊
事
担
当
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
下
旬
、
陣
地
構
築
の
所
へ
戻
り
間
も

な
く
幹
部
候
補
生
の
募
集
が
あ
っ
た
。
小
隊
長
、
中
隊
長
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の
説
得
が
あ
り
、
嫌
々
承
諾
す
る
。

八
月
上
旬
試
験
当
日
、
一
装
の
軍
服
を
着
て
飯

に
白

飯
、
塩
メ
ン
タ
イ
の
干
物
の
弁
当
を
持
っ
て
師
団
司
令
部

（
ブ
ヘ
ト
の
貨
物
廠
）
へ
行
く
。
試
験
問
題
を
見
る
も
全

く
書
く
気
せ
ず
、
名
前
を
書
い
て
白
紙
に
て
提
出
す
る
。

（
内
地
で
あ
っ
た
ら
営
倉
入
り
だ
ろ
う
）。
全
く
や
る
気
な

し
で
あ
っ
た
。
小
隊
で
は
私
を
入
れ
て
二
人
落
第
。

間
も
な
く
幹
部
候
補
生
は
意
気
揚
々
と
原
隊
ハ
イ
ラ
ル

へ
集
合
教
育
に
出
発
し
た
。
後
日
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
八
月
八
日
の
ソ
連
軍
侵
攻
で
、
ハ
イ
ラ
ル
は
初
年

兵
、
在
満
召
集
兵
、
韓
国
兵
等
で
頭
数
は
多
い
が
烏
合
の

衆
で
、
兵
器
弾
薬
も
な
く
、
ソ
連
軍
の
重
戦
車
に
よ
り
壊

滅
的
打
撃
を
受
け
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
助

か
っ
た
一
つ
で
あ
る
。

八
月
十
日
ソ
連
軍
侵
入
に
よ
り
、
私
の
小
隊
か
ら
落
第

の
二
人
を
入
れ
た
数
人
が
挺
身
大
隊
へ
転
属
と
な
り
、
ブ

ヘ
ト
の
貨
物
廠
へ
行
っ
て
み
る
が
、
小
隊
長
、
分
隊
長
は

前
年
の
甲
幹
、
乙
幹
で
古
年
兵
は
な
く
、
全
員
同
年
兵

（
初
年
兵
、
愛
知
、
静
岡
出
身
の
召
集
兵
）
で
あ
っ
た
。

抑
留
後
の
極
寒
、
食
料
不
足
、
栄
養
失
調
、
重
労
働
等
は

他
の
部
隊
と
同
様
な
る
も
、
階
級
の
差
別
、
私
的
制
裁
等

の
圧
力
は
全
く
な
く
精
神
的
、
肉
体
的
に
は
助
か
り
、
こ

れ
も
助
か
っ
た
一
つ
で
あ
る
。

芸
は
身
を
助
け
る

挺
身
大
隊
は
最
新
の
自
動
小
銃
（
奉
天
の
造
兵
廠
で
作

ら
れ
て
い
た
）
で
ゲ
リ
ラ
活
動
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
間
に
合
わ
ず
、
三
八
式
騎
兵
銃
、
弾
薬
百
二
十
発
、

手
榴
弾
二
発
、
乾
パ
ン
二
袋
、
牛
缶
一
個
、
押
し
麦
を
軍

足
に
四
個
、
完
全
軍
装
に
て
、
す
で
に
構
築
さ
れ
て
い
る

陣
地
に
向
け
五
十
人
の
小
隊
で
夕
方
に
出
発
し
、
夜
通
し

陣
地
の
方
に
向
か
っ
て
歩
く
も
方
角
を
間
違
え
た
ら
し

い
。
食
料
も
心
細
く
な
り
、
一
刻
も
早
く
鉄
道
の
通
っ
て

い
る
所
へ
と
一
直
線
に
進
み
、
山
を
越
え
谷
を
越
え
（
山

は
余
り
高
く
な
い
が
）、
谷
間
で
押
し
麦
の
み
の
飯
で
野

営
を
し
、
三
日
目
の
夕
方
、
や
っ
と
の
こ
と
で
新
し
い
労

務
者
用
の
宿
舎
に
到
着
す
る
が
、
全
員
腹
ペ
コ
で
あ
る
。

調
べ
て
み
る
に
、
あ
る
の
は
炊
事
用
具
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
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の
粗
び
き
粉
の
み
で
あ
っ
た
。
小
隊
長
が
「
誰
か
こ
れ
を

調
理
す
る
者
は
お
ら
ん
か
」
と
の
こ
と
で
、
私
が
名
乗
り

出
て
直
ち
に
他
の
者
を
指
揮
し
た
。
私
は
中
学
時
代
、
近

所
の
満
人
の
労
務
者
用
食
堂
で
満
語
の
勉
強
か
た
が
た
、

肉
万
頭
、
ギ
ョ
ウ
ザ
、
煎
餅
（
チ
ェ
ン
ビ
ン
）
等
の
作
り

方
や
食
べ
方
等
を
見
て
お
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
を
万

頭
に
加
工
す
る
方
法
も
知
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
粗
び
き
粉
を
熱
湯
で
溶
い
て
釣
鐘
型
に
し
て
熱
し

器
で
ふ
か
し
、
そ
れ
を
皆
で
食
し
た
。

そ
の
晩
そ
こ
で
過
ご
し
、
翌
日
の
午
後
、
や
っ
と
の
こ

と
で
森
林
鉄
道
の
沿
線
に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
、
ザ
ラ
半

紙
に
謄
写
版
で
書
か
れ
た
関
東
軍
司
令
官
の
停
戦
命
令
書

を
見
せ
ら
れ
、
終
戦
を
知
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
陣
地

構
築
の
こ
ろ
よ
り
大
体
う
わ
さ
は
聞
い
て
は
い
た
の
で
余

り
驚
か
な
か
っ
た
。
私
は
上
等
兵
に
進
級
し
た
。
も
う
少

し
停
戦
を
知
ら
ず
に
山
中
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
ら
ソ
連
戦

車
と
交
戦
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
こ
れ
も
助

か
っ
た
一
つ
で
あ
る
。

死
の
一
歩
手
前

抑
留
後
、
昭
和
二
十
一
年
の
正
月
こ
ろ
よ
り
三
段
の
木

製
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
た
者
で
、
毎
日
二
、
三
人
ず
つ
栄
養

失
調
で
亡
く
な
る
者
が
出
始
め
た
。
朝
食
の
時
間
に
呼
び

か
け
て
も
応
答
な
し
で
あ
る
。
私
は
そ
の
年
の
二
月
十
一

日
紀
元
節
の
日
に
四
二
度
の
高
熱
が
出
て
直
ち
に
入
院
し

た
が
、
薬
は
ア
ス
ピ
リ
ン
の
み
で
あ
っ
た
。
同
室
に
朝
鮮

の
三
中
井
デ
パ
ー
ト
に
勤
め
て
い
た
と
い
う
野
登
川
出
身

の
野
村
君
を
知
り
よ
く
話
を
し
て
い
た
が
、
彼
は
間
も
な

く
両
手
両
足
の
凍
傷
と
栄
養
失
調
で
亡
く
な
っ
た
。

私
も
血
便
が
出
だ
し
、
間
も
な
く
意
識
不
明
と
な
っ

た
。
何
時
間
か
、
そ
れ
と
も
何
日
間
か
分
か
ら
な
か
っ
た

が
、
意
識
が
回
復
し
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
熱
も
下
が
っ

て
い
た
。
初
め
て
白
米
の
重
湯
を
い
た
だ
き
元
気
が
出
始

め
た
。
あ
の
ま
ま
死
ん
で
い
て
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
だ
。

こ
れ
も
助
か
っ
た
一
つ
で
あ
る
。
高
熱
が
下
が
っ
て
退
院

す
る
も
、
頭
は
が
ん
が
ん
す
る
し
体
は
ふ
ら
ふ
ら
し
、
伝

い
歩
き
が
や
っ
と
の
と
き
、
軽
労
働
の
仕
事
を
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
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舎
前
に
ネ
ズ
ミ
色
の
ド
ン
ゴ
ロ
ス
の
よ
う
な
毛
布
に
裸

の
ま
ま
包
ま
れ
た
遺
体
、
霊
安
室
（
小
屋
）
に
山
積
み
さ

れ
入
り
き
れ
な
い
遺
体
を
丸
木
の
手
製
の
担
架
で
二
人
一

組
と
な
り
収
容
所
の
裏
山
の
丘
陵
地
の
砂
地
に
運
び
、

掘
っ
て
あ
っ
た
五
坪
ほ
ど
の
大
き
な
穴
に
十
七
体
を
交
互

に
入
れ
、
砂
と
雪
の
混
ざ
っ
た
の
を
上
か
ら
か
け
る
も
砂

が
足
ら
ず
、
歩
哨
が
「
ダ
バ
イ
、
ダ
バ
イ
」
と
怒
鳴
り
、

遺
体
の
上
に
上
が
り
踏
み
つ
け
よ
と
命
令
す
る
。
私
は
ナ

ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
と
祈
り
つ
つ
、
や
っ
と
被
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
翌
年
二
十
二
年
の
夏
、
一
日
の
作
業
終
了

後
、
前
年
に
十
七
体
を
埋
め
た
横
に
、
長
さ
、
深
さ
二

メ
ー
ト
ル
、
幅
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
穴
を
幾

つ
か
掘
り
、
十
七
体
の
遺
骨
を
二
体
ず
つ
ス
コ
ッ
プ
で
分

け
て
改
葬
し
た
。
二
人
ず
つ
の
番
号
を
つ
け
て
終
了
し

た
。そ

の
う
ち
に
体
力
も
回
復
し
体
が
改
善
さ
れ
、
四
分
所

に
い
た
後
半
は
、
二
人
一
組
の
伐
採
作
業
や
大
型
の
十
輪

車
の
積
載
車
に
巨
大
な
丸
太
の
積
み
込
み
作
業
、
大
型
無

蓋
車
に
大
き
な
丸
太
を
積
み
込
む
積
載
作
業
（
い
ず
れ
も

車
上
に
二
人
乗
り
、
巻
き
上
げ
の
進
行
を
指
示
す
る
）、

川
一
面
に
引
っ
か
か
っ
た
大
き
な
丸
太
の
山
の
先
端
を
テ

コ
一
本
で
崩
し
て
川
の
流
れ
を
よ
く
す
る
作
業
等
、
ど
れ

も
危
険
な
重
労
働
で
あ
っ
た
が
、
小
隊
の
ト
ッ
プ
で
や
る

こ
と
が
で
き
た
。

運
命
の
別
れ
道
第
一
回

昭
和
二
十
年
の
秋
、
ブ
ヘ
ト
の
収
容
所
か
ら
三
日
ほ
ど

で
チ
タ
の
手
前
の
ノ
バ
ヤ
の
寒
村
（
駅
も
ホ
ー
ム
な
し
）

へ
。
下
車
し
て
五
百
人
が
製
材
工
場
へ
、
千
人
は
五
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
四
分
所
へ
伐
採
作
業
に
と
二
つ
に
別

れ
、
そ
の
晩
は
川
原
で
野
宿
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
焚
き
火
を
す
る
も
寒
く
て
寝
ら
れ
ず
）。

後
日
、
話
に
よ
る
と
、
ノ
バ
ヤ
の
方
は
半
分
の
二
百
五
十

人
死
亡
し
、
四
分
所
の
方
は
三
分
の
一
の
三
百
三
十
人
死

亡
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
多
分
に
、
ノ
バ
ヤ
の
製
材
工
場

の
方
は
、
昼
間
の
作
業
の
他
に
夜
間
に
坑
木
の
貨
車
積
み

込
み
作
業
の
連
続
労
働
と
、
粗
悪
な
環
境
や
少
な
い
食
料

で
そ
の
よ
う
な
悪
い
状
態
に
な
っ
た
と
思
う
。
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四
分
所
で
二
年
後
、
三
百
三
十
人
死
亡
と
転
出
で
半
分

の
五
百
人
ほ
ど
に
な
り
、
ノ
バ
ヤ
の
製
材
工
場
へ
移
動
す

る
も
夜
間
の
積
み
込
み
作
業
は
と
き
ど
き
あ
る
程
度
で

あ
っ
た
。
私
は
四
分
所
の
方
へ
分
け
ら
れ
た
の
が
良
か
っ

た
。
こ
れ
が
運
命
の
別
れ
道
と
思
う
。

運
命
の
別
れ
道
第
二
回

昭
和
二
十
三
年
、
ノ
バ
ヤ
で
は
製
材
作
業
が
多
く
、
自

動
車
、
貨
車
へ
の
積
載
作
業
、
流
木
、
道
路
修
理
等
の
作

業
を
し
た
。
昼
休
み
に
は
川
の
貯
木
場
で
台
湾
ド
ジ
ョ
ウ

を
取
っ
た
り
、
道
路
修
理
作
業
の
合
間
に
ニ
ラ
を
採
っ
た

り
、
昼
休
み
に
小
川
で
は
ド
ン
コ
（
ハ
ゼ
の
一
種
で
満
州

の
川
に
い
た
）
を
捕
っ
た
り
し
た
。
ド
ン
コ
は
セ
メ
ン
ト

袋
の
糸
に
落
ち
て
い
た
針
金
を
つ
け
、
ア
ブ
の
え
さ
で
釣

る
。
こ
れ
ら
を
大
い
に
食
べ
体
力
を
つ
け
て
、
仕
事
を
ば

り
ば
り
や
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
衛
門
の
ソ
連
兵
の
当
番
や
将
校
の
当
番
（
週

一
回
、
日
曜
日
に
サ
ウ
ナ
の
仕
事
）
で
、
川
か
ら
タ
ル
で

水
汲
み
、
薪
割
り
、
将
校
や
家
族
の
入
浴
の
準
備
、
終
了

し
た
ら
私
一
人
が
入
浴
を
し
た
。
そ
の
後
、
将
校
の
家
に

行
き
夕
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
若
い
奥
様
が
料
理
中

は
一
歳
く
ら
い
の
赤
ん
坊
の
子
守
り
を
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
八
月
こ
ろ
全
員
集
合
、
出
発
組
と
居
残

り
組
に
分
け
ら
れ
た
が
、
私
は
意
識
的
に
出
発
組
か
ら
居

残
り
組
に
変
更
を
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
が
後
日
、
出
発
組

は
二
十
三
年
秋
に
帰
国
し
た
と
の
こ
と
（
米
原
の
息
長
村

出
身
の
木
村
氏
に
出
発
組
へ
誘
わ
れ
た
が
私
は
断
っ
た
）。

居
残
り
組
も
間
も
な
く
出
発
し
ナ
ホ
ト
カ
へ
移
動
し
、
以

後
約
一
年
間
、
港
湾
の
建
設
、
ア
パ
ー
ト
の
建
設
等
の
作

業
を
す
る
も
、
ノ
ル
マ
も
な
く
自
主
的
な
作
業
で
、
昼
の

休
憩
時
に
は
港
湾
で
泳
い
だ
り
、
ハ
ッ
パ
で
上
が
っ
た
小

さ
な
キ
ュ
ウ
リ
魚
を
捕
り
塩
ゆ
で
に
し
て
食
べ
た
り
、
宿

舎
近
く
の
山
で
山
菜
を
取
っ
た
り
、
作
業
場
へ
の
往
復
道

中
で
石
鹼
を
パ
ン
と
交
換
し
た
り
し
て
、
大
い
に
食
べ
体

力
を
つ
け
た
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
の
帰
国
の
と
き
は
体
重
は
五
十
八

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
た
。
二
十
三
年
ノ
バ
ヤ
の
出
発
組
、

居
残
り
組
の
判
断
で
居
残
り
組
は
一
年
間
帰
国
が
遅
れ
る
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も
、
体
力
を
回
復
し
力
を
つ
け
て
帰
国
に
臨
ん
だ
の
で
、

直
ち
に
父
母
が
営
ん
で
い
た
菓
子
パ
ン
の
販
売
、
飲
食
店

を
一
手
に
引
き
受
け
、
初
め
て
の
商
売
に
挑
戦
し
た
。
父

は
十
七
年
に
結
核
を
患
い
、
幼
い
子
供
五
人
も
お
り
、
引

揚
げ
前
後
の
心
労
に
よ
り
大
分
弱
っ
て
い
た
。
私
の
帰
国

十
カ
月
後
、
喀
血
に
て
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
一
家

の
中
心
と
な
り
精
力
的
に
働
け
た
の
も
、
抑
留
後
半
、
体

力
の
回
復
、
体
力
増
強
に
努
め
た
お
か
げ
で
あ
る
。

冷
静
な
判
断
及
び
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
こ
と

昭
和
二
十
年
八
月
十
七
日
、
大
興
安
嶺
の
ブ
ヘ
ト
の
収

容
所
に
入
っ
た
時
点
で
脱
走
の
こ
と
は
一
度
な
ら
ず
考
え

て
み
た
が
、
周
囲
が
全
部
敵
側
で
あ
り
、
少
々
満
語
が
話

せ
た
り
一
般
人
に
変
装
す
る
も
奉
天
ま
で
は
遠
距
離
で
こ

れ
は
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
運
命
に
任
せ
て
い
く
こ

と
が
安
全
な
り
と
判
断
し
脱
走
の
こ
と
は
一
切
考
え
ず
、

こ
れ
か
ら
い
か
に
生
き
延
び
る
か
、
体
を
冷
や
さ
な
い
よ

う
、
ま
た
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
、
元
気
で
帰

国
す
る
こ
と
の
み
に
専
念
し
た
。
お
か
げ
で
元
気
に
帰
っ

て
来
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
我
が
家
の
兄
弟
姉
妹
は
現
在
も

全
員
元
気
で
生
存
し
て
お
り
、
合
計
年
齢
は
八
人
兄
弟
で

五
百
六
十
四
歳
で
あ
る
。

あ
の
八
月
十
五
日
の
終
戦
後
の
混
乱
の
と
き
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
で
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
両
親
の
思

い
、
ご
先
祖
様
の
お
守
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思
い
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

追

記

帰
国
し
て
は
や
五
十
八
年
、
私
は
満
七
十
九
歳
。
平
成

十
五
年
現
在
、
ソ
連
よ
り
抑
留
引
揚
者
は
四
十
七
万
人
、

現
存
者
七
万
五
千
人
。
現
存
者
七
万
五
千
人
の
生
き
証

人
、
実
に
六
分
の
一
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
多
く
の
戦
友

の
遺
骨
が
未
だ
帰
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
改
め

て
戦
争
の
愚
か
さ
を
考
え
、
戦
争
は
絶
対
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
叫
び
た
い
。

平
成
十
一
年
、
全
抑
協
滋
賀
県
連
合
会
事
務
局
を
引
き

受
け
（
全
抑
協
発
足
以
来
、
事
務
局
を
や
っ
て
来
ら
れ
た

関
甚
衛
氏
死
去
に
よ
り
）、
全
抑
協
中
央
会
の
御
指
導
、
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建
立
助
成
金
、
関
係
機
関
、
遺
族
、
会
員
等
々
の
寄
付
金

の
御
協
力
に
よ
り
、
平
成
十
二
年
十
一
月
、
黒
御
影
石
の

立
派
な
慰
霊
碑
「
平
和
の
礎
」
を
彦
根
市
の
護
国
神
社
の

隣
に
建
立
、
盛
大
な
除
幕
式
及
び
慰
霊
祭
を
挙
行
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
平
成
十
五
年
、
は
や
四
回
目
の
慰
霊
祭
を

十
月
十
日
に
盛
大
に
行
う
予
定
で
、
現
在
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

本
籍
地

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
（
旧
・
上
藪
下
町
）

現
住
所

滋
賀
県
彦
根
市
本
町

生
年
月
日

大
正
十
三
年
七
月
二
十
日

家
族
構
成

父

林

尚
憲
、
母

千
代
信
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
る
（
四
男
四
女
）

学

歴

昭
和
十
七
年
三
月

旧
満
州
国
奉
天
市
奉
天
第
二
中
学
校
卒
業

軍

歴

昭
和
十
九
年
六
月

徴
兵
検
査
に
よ
り
第
二
乙
種

昭
和
二
十
年
三
月

大
興
安
嶺
東
側
の
フ
ラ
ル
キ
教
育
隊
入
隊

昭
和
二
十
年
八
月
十
日

ソ
連
軍
侵
入
に
よ
り
挺
身
大
隊
に
転
属

武
装
解
除

昭
和
二
十
年
八
月
十
七
日

武
装
解
除（
ブ
ヘ
ト
に
て
）、引
続
き
収
容
所

へ

帰

還

昭
和
二
十
四
年
九
月
二
日

舞
鶴
上
陸

帰
還
す
る

（
滋
賀
県

間

政
雄
）

終
戦
と
抑
留
の
記
録

兵
庫
県

上

野

恵

三

入
隊
以
後
の
記
述

軍
隊
手
帳
の
ほ
か
、
少
々
資
料
を
持
っ
て
は
い
た
が
、

シ
ベ
リ
ア
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
北
方
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

シ
ヤ
マ
ン
カ
村
で
の
抑
留
中
に
発
疹
チ
フ
ス
に
か
か
り
紛

失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
う
ろ
覚
え
で
は
あ
る
が
、
脳
裏
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